
学校শ通勼  No.13 

地域人材育成に関する協定（泉佐野市×大阪府教育委員会）  
 

1 月 23 日(স)、泉佐野市役所におきまして、泉佐野市と大阪府教育委員会との間で、「地域
人材育成に関する協定書」が取り交わされました。協定書の第一条には（目的）が掲げられており、
そこには、以下のように謳われております。 

第 1 条 泉佐野市と大阪府教育委員会は、府য়日根野高等学校における「看護メディカル専門コース」఺峝「৕ども
峩らい専門コース」の教育活動に関し、連携して厧勥な対厸をষうことにより、ୢ௜・໽児教育分野の地域人材の育成
に資することを目的として、本協定を締結する。 

఻৬的に申し上げますと、勵ফ২から普通科専門コース設置校として新たなスタートをきります本
校に対し、専門コースの教育活動に係るコーディネーターの調整、専門分野の人材による授業・講演、
高校生を対象とする市内関連施設でのインターンシップ活動等、これらのことに泉佐野市のご協ৡが
いただけるということになりました。府য়学校の活動を対象に、市町村と府教育委員会が連携協定を
結ぶということは、今回が初めてのこととお聞きしております。このৰ勶に匇けまして、ご๳ৡいただきま
した関係者の皆さまの様々なご支援とご配慮に対し心より感謝申し上げたいと思います。 

この学校শ通勼のৃにおきまして、୦২となく೷りନし書かせていただいておりますように、本校の
使命は、「世界的な視座を備えたうえで、家族と地元を愛し地元に貢献する人材の育成」にあります。
特にそれを、泉佐野市が௓勺する「ব匶ୢ௜特区構想を核とした街づくり」にマッチングさせていくとい
うことができれば、これに勝るものはないと心得ております。 

ただし、私たちの日根野高等学校は、看護メディカル系・児童保育系という特色ある 2 系統の専
門コースを設置するとはいうものの、すべての生徒達がそのどちらかの道を選択するわけではありません。
（学校ହ৥会などでのൌ஦調匀結卵などをৄておりますと、おおまかに半数卐い生徒達が 2 系統の
どちらかを選択していますが、残り半数は別の勺ଡ଼をൌ஦しております。）このことは、多様性を掲げ
る勗য়学校としてยに௏৸な௅であり、専門 2 系統以外の道を選択していく生徒達のために、どのよ
うな準備をしているか、ということが本校のもうひとつの価値となります。これにつきましては、卜ফ 4 月
の学校শ通勼 NO.23ع にまとめておりますので、ご高覧いただければ幸いでございます。 


